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薬剤師臨床研修を取り巻く現状と今後の方向性

大病院のみならず、中小規模病院や単科病院等においても、薬剤師臨床研修ガイ
ドラインに準じた質の高い新人教育が実施できる体制の構築を目指しています。

日本病院薬剤師会が目指す姿

令和7年9月18日の検討会において、特定機能病院(大学病院本院）の新たな基礎
的基準（教育）として、
「免許取得直後の薬剤師を対象とした病棟業務等に係る総合的な研修が提供でき
る体制を整備していること」が明記されました。

これは、薬剤師の臨床研修が、医療の質を担保するための要件として認められた
ことを意味します。

国の動向：特定機能病院の基礎的基準



卒後臨床研修制度に関するこれまでの取り組み

開催年度 厚労省事業名：卒後臨床研修の効果的な実施のための調査検討事業（受託：日本病院薬剤師会）

令和３年度 ・モデル事業研修実施施設（８施設）において、卒後臨床研修（１２週間）を実施

・モデル事業を「薬剤師卒後研修プログラム評価票」、「薬剤師研修評価表」を用いて評価

・令和４年２月２０日 研修報告会の開催

・卒後研修のあり方について総括

令和4年度 ・モデル事業研修実施施設として、病院薬剤師受入型、薬局薬剤師受入型（計２５施設）において、卒後臨床研

修（６ヶ月）を実施

・モデル事業を「施設評価表」「薬剤師卒後研修プログラム評価票」、「薬剤師研修評価表」を用いて評価

・令和５年２月１９日 研修報告会の開催

・令和４年度（２０２２年度）薬剤師卒後研修ガイドライン（案）を策定

事業背景：医療現場における薬剤師の業務については、近年のチーム医療の進展や薬物療法の高度化・複雑化等に対応するため、臨床

での実践的な対応が必要であることから、薬剤師免許取得後に医療機関等における実地研修の充実が求められている。

令和３年度から令和５年度に実施された「卒後臨床研修の効果的な実施のための調査検討事業」において、臨床研修において実施す

べき研修内容や方法を示す「薬剤師臨床研修ガイドライン」の検討が行われ、令和６年３月にはガイドラインを発出したところであるが、薬剤

師臨床研修の指導体制や、薬剤師の生涯にわたるキャリア形成については十分な検討がなされておらず、課題となっている。 
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卒後臨床研修制度に関するこれまでの取り組み
開催年度 厚労省事業名：卒後臨床研修の効果的な実施のための調査検討事業（受託：日本病院薬剤師会）

令和5年度 ・研修実施施設として、病院薬剤師受入型、薬局薬剤師受入型（計３４施設）において、卒後臨床研修（１年間）を

実施

・研修事業を「薬剤師卒後研修プログラム評価票」、「薬剤師研修評価表」を用いて評価

・令和６年２月１８日 研修報告会の開催

・薬剤師臨床研修ガイドラインを策定

令和６年３月 厚生労働省において、「薬剤師臨床研修ガイドライン 」公表

厚労省事業名：令和６年度薬剤師臨床研修の効果的な実施のための調査検討事業

（受託：エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所）

協力：日本病院薬剤師会

令和６年度 ・薬剤師臨床研修の手引きの策定

・指導薬剤師の育成のための研修資材（研修テキストを含む）の作成

・薬剤師臨床研修施設の受入体制の整備に向けた調査（病院・薬局）の実施

・海外等における臨床研修の状況調査の実施
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令和7年度事業受託：日本病院薬剤師会
～厚生労働省事業「薬剤師臨床研修の効果的な実施のための調査検討」～
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【事業の目的】

①指導薬剤師育成に係る講習会（e-ラーニング）の実施

②将来の持続可能な体制整備の検討 



令和7年度事業
～厚生労働省事業「薬剤師臨床研修の効果的な実施のための調査検討」～

成果①薬剤師臨床研修の指導薬剤師育成に係るe-ラーニングの実施（目的①への対応）

ガイドラインに基づくe-ラーニング講習会を開催し、3,727名が受講（2026年1月6日～2月28日）

成果②：「持続可能な体制整備」に向けた検討

【1.課題共有】

未来の薬剤師を共に育てる『薬剤師臨床研修』キックオフセミナーの開催

→ E-ラーニングをする前にこれまでの薬剤師臨床研修検討状況の成果報告との社会実装に向けた課題や検討
状況の共有を目的とし、全国の薬剤師を対象に開催し、352名が受講

【2.病院間連携支援の必要性】

中小規模病院などが直面する課題を整理した結果、まずは病院における受け入れ体制の整備を優先し、地域
の実情に応じた「施設間の連携」を具体的に支援していく方向性を固めた。

→令和８年度の薬剤師臨床研修事業に向けた取り組みの実施

 １．病院間連携研修事業の構築支援と施設研修の実施

 ２．研修施設登録システムの構築 

【３. 現状の把握】

薬剤師臨床研修の受け入れ体制等に関する実態調査を実施した結果、 558施設より回答があり、

令和9年度の受け入れキャパシティ（総受入枠）は663人という結果であった。 7



令和７年度薬剤師臨床研修の指導薬剤師育成に係るe-ラーニング講習会
アンケート結果
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Q.e-ラーニングを受講した主な理由をお答えください。（最も近
いもの1つ）

1.「薬剤師臨床研修ガイドライン」に基づく指導
薬剤師の要件（講習会受講）を満たすため

963 30.8%

2.自施設での臨床研修（新人研修）導入・体制整
備の参考にするため

803 25.7%

3.薬剤師臨床研修制度や本事業に関心があり、情
報収集するため

316 10.1%

4.自身の指導スキル向上のため（自主的） 518 16.6%

5.上司や施設からの指示のため 515 16.5%

6.その他 9 0.3%

合計 3124

Q. 現在の「薬剤師臨床研修（新人研修）」の実施状況について
お答えください。

1.すでに「薬剤師臨床研修ガイドライン」に準拠
した研修を実施している

893 29%

2.ガイドラインに準拠していない、独自の研修を
実施している

1069 34%

3.OJT（実務を通じた指導）のみで、特別なプロ
グラムはない

751 24%

4.特に実施していない（新人受け入れがない等含
む）

411 13%

合計 3124
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令和７年度薬剤師臨床研修の指導薬剤師育成に係るe-ラーニング講習会
アンケート結果

Q.貴施設において、新人研修を実施・継続する上で「課題（障

壁）」と感じるものはありますか？（複数回答可）

1.指導を行うためのマンパワー（人員・時間）の
不足

2674 42%

2.研修プログラムや指導マニュアル、評価ツール
の未整備

1748 27%

3.他施設との連携構築の難しさ（自施設では経験
できない症例・業務がある）

1366 21%

4.（他施設で研修を行う際の）金銭面での対応 532 8%

5.その他 99 2%

合計 6419

Q.講義で扱った以下のテーマのうち、「自施設では実施が難し

く、他施設との連携が必要」だと感じるものはありますか？

（複数回答可）

1.調剤・供給管理・DI（麻薬管理等含む） 103 3%

2.病棟業務 326 8%

3.在宅訪問・地域連携 2477 63%

4.無菌調製・がん化学療法 529 14%

5.医療安全・感染制御 161 4%

6.特にない（すべて自施設で完結可能） 318 8%

3914



令和7年度事業
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●薬剤師臨床研修の受け入れ体制等に関する実態調査
回答期間：2026年2月12日～2026年3月31日
回答数：558施設

（363施設） （195施設）

令和9年度の受け入れキャパシティ（総受入枠）は663人であり、毎年約2,000人の薬学部卒業
生が病院へ就職する現状を踏まえると、ガイドラインに準拠した研修を受講できるのは全体の約
3分の1となります。日病薬としては、少なくとも病院に就職するすべての新人薬剤師が、ガイ
ドラインに則った研修を受講できる環境を整えていきたいと考えています。
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令和８年度事業に向けた令和７年度の取り組み

【連携支援】

・「令和８年度 薬剤師臨床研修 病院間連携研修事業」 手引きの作成 

＊連携研修にあたり想定される実務的な課題と対応方針QA

・取組事例掲載

・施設間協定書雛形

・秘密保持に関する誓約書

【研修施設管理】

・研修プログラム共通フォーマットの作成
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令和８年度 薬剤師臨床研修 病院間連携研修事業 
「手引き」 
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取組事例掲載（３例）
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秘密保持に関する誓約書（案）施設間協定書作成ガイド・雛形
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研修プログラム共通フォーマット

記載例



①病院間連携研修事業の構築支援と施設研修の実施

②研修施設登録システムでの研修施設把握

③薬剤師臨床研修実施施設の掲示・就職ポータルサイト
等の作成
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令和８年度事業



令和８年度事業
①病院間連携研修事業

本事業は、ガイドラインを単独では満たすことが難しい中小病院や単科病院等が、複数施設で協働して研修プロ
グラムを実施できるようにするとともに、代表病院においては地域の医療や専門領域をより深く学ぶ機会を確保
することを目的として、「病院間連携モデル」の整備・推進を進めている。本年度は審査を経て、計31グループを認
定した。

代表病院
パートナー病院・薬局
の研修の統括等も行う

パートナー病院(例：精神科)
精神科に関する教育を担う

地域で薬剤師を育てる

パートナー薬局（例）
在宅医療・地域連携を担う

パートナー病院（例：回復期）
回復期の関わり方、地域連携を担う

病院間連携研修イメージ図



都道府県 代表病院 パートナー病院

1 宮城県 東北医科薬科大学病院 ・東北医科薬科大学若林病院・総合南東北病院

2 埼玉県 イムス三芳総合病院 ・埼玉セントラル病院

3 埼玉県 戸田中央総合病院
・戸田中央リハビリテーション病院・新座病院
・一橋病院・世田谷神経内科病院・大田池上病院

4 千葉県 東京ベイ・浦安市川医療センター ・伊東市民病院・区立台東病院

5 千葉県 千葉西総合病院 ・千葉徳洲会病院

6 千葉県 亀田総合病院 ・亀田クリニック

7 神奈川県 総合相模更生病院 ・さがみリハビリテーション病院・江田記念病院

8 神奈川県 横浜旭中央総合病院 ・イムス横浜旭リハビリテーション病院・江田記念病院

9 神奈川県 湘南藤沢徳洲会病院 ・湘南鎌倉総合病院・榛原総合病院・静岡徳洲会病院

10 東京都 板橋中央総合病院 ・イムス板橋リハビリテーション病院

11 東京都 東京新宿メディカルセンター① ・東京城東病院

12 東京都 東京新宿メディカルセンター② ・船橋中央病院

13 長野県 長野県立信州医療センター
・長野県立こころの医療センター駒ヶ根・長野県立阿南病院
・長野県立木曽病院・長野県立こども病院

14 石川県 金沢大学附属病院① ・公立宇出津総合病院・浅ノ川総合病院

15 石川県 金沢大学附属病院② ・金沢病院・浅ノ川総合病院

16 石川県 金沢大学附属病院③ ・石川県済生会金沢病院
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令和８年度薬剤師臨床研修事業 病院間連携事業実施施設一覧-①



都道府県 代表病院 パートナー病院

17 石川県 金沢医科大学病院 ・公立穴水総合病院

18 静岡県 浜松医科大学医学部附属病院 ・浜松医療センター

19 静岡県 静岡県立総合病院 ・静岡県立こども病院

20 京都府 洛和会音羽病院 ・洛和会音羽記念病院・洛和会音羽リハビリテーション病院

21 京都府 京都大学医学部附属病院 ・京都民医連あすかい病院・日本バプテスト病院

22 兵庫県 川西市立総合医療センター
・第二協立病院・協和マリナホスピタル・協立記念病院
・協和会病院・千里中央病院

23 大阪府 大阪急性期・総合医療センター
・大阪国際がんセンター・大阪はびきの医療センター
・大阪母子医療センター・大阪精神医療センター

24 大阪府 箕面市立病院
・第二協立病院・協和マリナホスピタル・協立記念病院
・協和会病院・千里中央病院

25 大阪府 大阪赤十字病院 ・森之宮病院・京都第二赤十字病院

26 島根県 島根大学医学部附属病院 ・JCHO玉造病院

27 岡山県 倉敷中央病院 ・倉敷中央病院リバーサイド

28 高知県 高知県立幡多けんみん病院 ・四万十市立市民病院・大井田病院

29 高知県 高知大学医学部附属病院 ・高知県立あき総合病院

30 山口県 徳山中央病院 ・下関医療センター

31 福岡県 福岡徳洲会病院
・鹿児島徳洲会病院・屋久島徳洲会病院
・山川病院・大隅鹿屋病院

19

令和８年度薬剤師臨床研修事業 病院間連携事業実施施設一覧-②



令和８年度事業
②研修施設登録システムの構築 

全国の研修実施状況を把握・可視化するため、全国統一の情報登

録システムを構築・運用します。

将来的な研修希望者とのマッチング基盤ともなります。

登録代表施設：9４施設（病院間連携研修事業実施施設含む）
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01北海道 02青森県 03岩手県 04宮城県 06山形県 08茨城県 09栃木県 10群馬県 11埼玉県 12千葉県 13神奈川県 14東京都 15山梨県

1 1 1 2 1 1 1 1 2 ４ 6 9 1

17長野県 18富山県 19石川県 20福井県 21静岡県 22岐阜県 23愛知県 24三重県 25滋賀県 26京都府 27兵庫県 29和歌山県 30大阪府

2 1 6 1 4 2 2 1 2 2 3 1 9

31鳥取県 32島根県 33岡山県 34広島県 35徳島県 36香川県 38高知県 39山口県 40福岡県 41佐賀県 43大分県 44熊本県 46鹿児島県

1 2 2 2 1 2 3 2 2 1 1 6 2
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薬剤師臨床研修実施施設の掲示・就職ポータルサイト等の作成

就職活動を行う薬学生に対し、ガイドラインに準拠した質の高い研修を受けられる施
設を分かりやすく提示し、将来のマッチング基盤としての機能を強化していく。
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令和８年
４月～６月 ７月～９月 10月～12月 1月～３月

令和９年
４月～

令和８年度
研修

●研修施設登録シス
テム〆切(4/30)

●研修開始

令和9年度
研修

研修施設登録シ
ステムの改修

●研修施設登録開
始予定

施設公開 ６月中
薬剤師臨床研修実
施施設の掲示

就職ポータルサ
イト検討・作成
開始

11月～12月
ポータルサイト
等作成完了（未
定）

１月
試験運用開始
（令和10年度入
職者向け）

e-ラーニング e-ラーニングシ
ステムの作成・
修正等(動画は昨
年同様の予定)

１月
e-ラーニング開
始

調査 ・調査案の作成 ・調査の実施

令和８年度のスケジュール（予定）



今後の課題と将来の展望
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■ 今後の主な課題

・受入キャパシティの拡充と全施設への展開

・指導薬剤師の人員不足と支援体制の強化

・都道府県や地域を核とした施設間連携の強化

■ 将来の展望

・薬学生への可視化とマッチング基盤の確立

・薬剤師臨床研修を起点としたキャリアパス形成と地域医療への貢献
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